
 

 

“アダプテッド”定着研修会 

マニュアル試案 
第 1 弾：カリキュラムと研修会資料 

 

 

 

 

アダプテッド定着プロジェクト監修 

 

 

 

 

 

本マニュアルは、障害のある⼦どもがいる体育授業やスポーツ

指導を担当している先⽣や指導者に、“アダプテッド”の視点や技

術を知って活⽤していただくための研修会を⾏う主催者に向けて

作成されたものです。 

第 1 弾では、カリキュラムと研修会資料を⽰し、研修会を⾏

う主催者の参考資料にしていただければと思います。 

 

Version1.0  
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第１章 本マニュアルの使⽤条件 
 

以下の Q に答える形で実施できるかご確認ください。 

 

 

Q１ 今回の研修会の主催者ですか︖ 

→主催者であれば、このマニュアルを活⽤することはできます。 

 

→主催者でない場合、以下の Q２をご覧ください。 

 

Q２ 主催者の研修会⽬的・テーマと、本研修会の内容は合致しています

か︖ もしくは調整することは可能ですか︖ 

→合致していたり、調整可能であれば、このマニュアルを活⽤すること

はできます。 

 

→そうでなければ、このマニュアルを活⽤することは難しいです。 

 

Q３ 場所は決まっていますか︖ 

→場所は対⾯であることが望ましいですが、オンラインでも実施可能で

す。今回は対⾯形式を想定したものを提⽰しています。第 2 弾以降

でオンラインなどの例を含める計画です。 

 

Q４ 時間は決まっていますか︖ 

→これまでの実績から、12 時時間、6 時間、3 時間、90 分で実施する

ことができます。今回は 6 時間ものを想定したものを提⽰していま

す。後半に、変更例を⽰しておきますので参照してください。 
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第２章 本マニュアルの内容 
 

１．コア・カリキュラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

２．コア・カリキュラムを想定した講義例・・・・・・・・・・・・５ 

 

３．コア・カリキュラムを想定した演習例・・・・・・・・・・・・16 

 

４．時間別カリキュラム例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22 
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１．コア・カリキュラム 

 
2019 年にアダプテッド定着プロジェクトによって開発された、アダプテッドを定着する

ための研修会のコア・カリキュラムである。当時は、現場の体育授業を担当している学校の

教員を対象にアダプテッドの定着を図ることを⽬的とした。そのため、当時実施されていた

教員免許状更新講習会をターゲットにカリキュラムを作成した。この更新講習会の時間設

定が 6 時間であったため、6 時間で構想したものである。 

カリキュラム内容 具体的内容等 

（１）アダプテッドの理論的位

置づけ（講義）60 分 

⽬的︓なぜアダプテッドが必要なのかを、現状、

⼈権、障害特性、当事者観、科学的⽅法論などか

ら理解を深めるようにする 

■項⽬） 

（１）・障害児体育の現状と課題 

・アダプテッドの必要性と定義 

・インクルーシブ体育の推進のための意義 

（２）・体育場⾯における障害児の困難さ 

・さまざまな障害の特性 

・障害に応じた指導の⽅法論 

 

■具体的内容例） 

・スポーツをすることは⼈権 

・障害のある⼈のためのインクルーシブ教育 

・障害のある⼦どもたちの声 

・インクルーシブな体育を実現するには 

・アダプテッドとは︖アダプテッドの理論 

・アダプテッドと合理的配慮  

（２）障害児体育の実態の理解

（講義） 

60 分×２障害種、もしく

は１障害種＋「⾃分たち

の実践の振り返り」 

（３）アダプテッドに特化した

演習（演習）90 分 

  

⽬的︓障害のある⼈が活動に参加するためのアダプ

テッドの⼯夫を実践形式で演習する 

■演習例）時間に応じて以下の内容を組み込む、以
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下の内容を参考に独⾃に内容を作成する。可能な

限り２障害種をとりあげる 

・⾞いすの⼈がバレーボールを楽しむには︖ 

・知的障害のある⼦どもへの発達段階に応じた指

導とは︖ など 

 

※以下の教材コンテンツを活⽤して演習する 

・ガイドブック（後ほど紹介）をもとにグループ

でディスカッションを⾏う 

・ホームページ（後ほど紹介）の教材を実際に⾏い、

さらに⾃分たちで発展的な内容を考える 

（４）インクルーシブに特化し

た演習（演習）90 分 

⽬的︓活動するうえでの「違い」を前提とした活動

内容の⼯夫 

■演習例） 

・おにごっこなどの遊びを障害のある⼦どもも⼀緒

に楽しむには︖ 

・各種スポーツ（⾃分の専⾨種⽬）を「違い」を前

提として楽しむには︖ 

 

※以下の教材コンテンツを活⽤して演習する 

・ガイドブック（後ほど紹介）のなかにある内容

をもとにグループでディスカッションを⾏う 

・ホームページ（後ほど紹介）の教材を使って実際

に⾏い、さらに⾃分たちで発展的な内容を考える 
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２．コア・カリキュラムを想定した講義例 

 

（１）アダプテッドの理論的位置づけ（講義）および（２）障害児体育の実態

の理解（講義）に使⽤するスライドとメモ資料を転記する。スライドは、以下の

アダプテッド定着プロジェクト HP に公開する予定である。 

 

 

 

 

 

ガイドブック、これまでの報告書、スライド資料等は、アダプテッド定着プロジ

ェクトのウェブページをご覧ください。 

https://adaptedproject.jimdofree.com 
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３．コア・カリキュラムを想定した演習例 

 
（３）アダプテッドに特化した演習および（４）インクルーシブに特化した演習に

関する資料を⽰す。 

 

 

 
 
本プロジェクトでこれまで実施した、ボッチャ（ターゲット型）、バレーボール（ネット型）、

サッカー（ゴール型）を例に簡単な手続きを紹介していく 

 

１．ボッチャ（ターゲット型）を題材とした例 

 

例１） 視覚障害のある人を想定した例 

・ボッチャを体験し、面白さや醍醐味を確認する 

・視覚障害のある人がボッチャを行うことを想定し、視覚障害の体験をしてみる 

・視覚障害のある人がボッチャを楽しめるようにアダプテッドしてみる 

・視覚障害のある人も一緒にボッチャを楽しめるようにアダプテッドしてみる 

 

定着研修会の実施における確認事項

n 「アダプテッドの理論的位置づけ」や「障害児の体育の意義（「アダプテッ
ド」と「インクルーシブ」の関係性）」は研修の一部に必ず入れる

n アダプテッド演習については、障害種や扱う運動課題などを具体的に設定
し、主に個にアダプテッドする方法を考

→ その際、アダプテッドは「試行錯誤、トライ＆エラーの連続」であることを強
調し、例えば3段階（自分で考える→グループで考える（やってみる）→他のグ
ループの考えをもとにさらに再考する）を設定できるとよい

n インクルーシブ演習については、例えば「自分が担当している通常級で、支
援級の子どもも含めたインクルーシブな体育授業を行う場合にどうするか」
のような具体的な場面の解決につながる内容にすると入りやすいのではな
いか

→ その際、アダプテッド演習と同様に、 「試行錯誤、トライ＆エラーの連続」で
あることが伝わるように段階的に設定できるとよい

2



 17 

例２） 様々な障害のある人を想定した例 ＜添付の資料 A＞ 

・自由にボッチャを楽しむ 

・対戦を変えて、戦略などを話し合う（コミュニケーション・戦略）  

・肢体不自由児の場合について考える（非利き手、足、ランプ使用での対戦） 

・視覚障害の場合（グループで 2 名アイマスクで実践） 

・発達障害・知的障害の場合（ルールをアダプテッドする） 

 

２．バレーボール（ネット型）を題材とした例 

 

例１） 円陣パスをみんなで行うために ＜添付の資料 B＞ 

【演習①】 「障害のある子どもがやってくる」 

各グループに何らかの障害のある子どもがやってくる 

→ 個人およびグループメンバーで、どうやったら一緒にできそうかを考える段階 

【演習②】 「一緒にやってみる」 

障害のある子ども（の役の人）がグループにやってきて一緒に活動する 

→ 障害のある子ども（の役の人）を目の前にして、まずは実際にやってみる段階 

【演習③】 「試行錯誤してみる」 自分達で考えたことに加え他のグループの様子も

参考にし、試行錯誤する 

→ 様々なアイディアを共有しながら工夫を繰り返す段階 

＜支援が必要な子どもの例＞ 

・「体に麻痺があり歩行器で参加し、かつ、視覚認知が弱い。さらに、過去にボール遊

びで大けがをした経験があり著しい恐怖心がある」など 

・伝わりやすい障害、伝わりにくい障害、それらを踏まえた子どもの気持ち、という視

点 

 

例２） ハンドリー、シッティングバレーを題材 

n ハンドリー（ボール運動：ネット型ゲーム）の実践 

課題：ルールを工夫して楽しい「接戦のゲーム」をつくる． 

条件：バドミントンのハーフコート 

      ネットの高さ…コーンの高さ 

      ボール…ソフトバレーボール 

      プレーヤー…２対２ 

工夫：場を工夫する（例 ネットの位置を変える） 

      人を工夫する（例 手をつないで一体でプレー） 

      操作を工夫する（例 利き手でない手で操作） 
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＊状況に応じて、「接戦のゲーム」になるように、相互に合意ながらルールを工夫して

いく 

n シッティングバレーボールの実践 

＊上述の課題「接戦のゲーム」をつくるはそのままにシッティングバレーを教材化し

て、「みんながたのしい，みんなでたのしい」ゲームをつくる 

 

例３） 授業づくりに取り組む例 

① １班６〜７人（１０班編成） 

② 各班で１〜７番を決める 

③ T１、T2 の指名と支援が必要な生徒の指名をする 

→ 例「奇数班１番が T１、偶数班１番が T２。偶数、奇数班２番が支援が必要な生徒

です。」 

④ 設定を生徒役に伝える。具体的に示す。 

⑤ 設定をもとに T1、T2 の教員が二人で授業内容を検討する。 

⑥ 10 分の模擬授業を行う。（コート、ネットの再構成、説明含む） 

⑦ 終了後、担当教諭→生徒役の感想を述べる。 

 

＜支援が必要な子どもの例（聴覚障害）＞ 

聞こえにくさがあります。 

後ろから声をかけられても分かりません。 

運動面での身体的な問題はありません。 

話をする時に、母音が中心となる声になります。 

声を発することは、あまり好みません。 

ジェスチャーや身振り手振りでの表現は多く使います。 

運動やスポーツは大好きで積極的に動きます。 

 

＜支援が必要な子どもの例（肢体不自由）＞ 

早い動きや立体的な動きが苦手です。 

バドミントンやテニスなど、空中を移動する物体を打ち返すことに苦手さがあります。 

軽度の脳性麻痺があるため、言葉もゆっくりとした話し方になります。（通常の２〜３

倍） 

力を調節して発揮することが苦手です。 

相手の顔を見たり目を合わせるなどは問題ありません。 

自分から話したいといつもも思っています。 

全体的な動きがゆっくりです。 
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例４） ハンドサッカーの体験を基にしたネット型球技のアダプテッド 

・肢体不自由者（車いす等）を想定したアダプテッドの演習。 

・最初にハンドサッカーを既存のルールで体験し、その後、ネット型球技（バレーボー

ル）を肢体不自由の子どもと一緒に行うにはどうしたらよいかを考える演習。 

 

３．サッカー（ゴール型）を題材とした例 

 

例１） サッカーのミニゲームを題材 

【演習①】 「障害のある子どもがやってくる」 

各グループに何らかの障害のある子どもがやってくる 

→ 個人およびグループメンバーで、どうやったら一緒にできそうかを考える段階 

【演習②】 「一緒にやってみる」 

障害のある子ども（の役の人）がグループにやってきて一緒に活動する 

→ 障害のある子ども（の役の人）を目の前にして、まずは実際にやってみる段階 

【演習③】 「試行錯誤してみる」 自分達で考えたことに加え他のグループの様子も

参考にし、試行錯誤する 

→ 様々なアイディアを共有しながら工夫を繰り返す段階 

＜支援が必要な子どもの例＞ 

・「体に麻痺があり歩行器で参加し、かつ、視覚認知が弱い。さらに、過去にボール遊

びで大けがをした経験があり著しい恐怖心がある」など 

・伝わりやすい障害、伝わりにくい障害、それらを踏まえた子どもの気持ち、という視

点 

 

例２）ホームページの教材「バランスボールサッカー」を題材 

【演習①】 ホームページ教材「バランスボールサッカー」を視聴し、実際にやってみよ

う 

【演習②】 発達障害のある子どもを想定し、バランスボールサッカーをさらにアダプテ

ッドしよう 

【演習③】 グループごとに発表し合い、さらに試行錯誤してみよう 
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資料Ａ：ボッチャ（ターゲット型） 様々な障害のある人を想定した例（活動の流れ） 
（準備物） ボッチャ用具、アイマスク、 

 

 活動内容 形態 留意点と台本 

導入 

5 分 

l 導入、全体説明 

・実技演習を通してアダ

プテッドを理解する 

 

全体 

 

l １グループ６名前後で、グループごとに集ま

る（はじめての教員同士の場合は、あらかじ

め簡単な事項紹介など実施しておく） 

活動① 

１５分 

l 各グループでボッチャ

を行う 

グループ l グループごとに、純粋にボッチャを楽しみ、

ボッチャの醍醐味やおもしろさを共有 

l 戦略などを話し合う 

活動② 

30 分 

l 様々な障害のある人

を想定し、アダプテッド

を考える各 

 

 

・肢体不自由児の場合

について考える（非利き

手、足、ランプ使用での

対戦） 

 

 

・視覚障害の場合（グル

ープで 2 名アイマスクで

実践） 

 

 

 

・発達障害・知的障害の

場合（ルールを対象に合

わせてアダプテッドする） 

グループ l ボッチャの魅力を様々な障害のある人がど

のように共有できるかを考える 

l 各グループで異なる障害を扱ってもよいし、

すべての障害を各グループで考えてもよい。

時間に応じて。 

・肢体不自由の場合は、実際に競技として扱

われているランプもあるが、それにこだわら

ず、身体のどの部位をどのように使えばボー

ルを投げることができるか、ボッチャを楽しめ

るかを考える。可能であればダンボールなど

を準備してその場で教材を作成するのもよい。 

・視覚障害の場合は、アイマスク等を活用する

が、視覚障害に特化してアイマスクをして歩く

などの導入的な課題からはじめ、ボッチャにつ

なげてもよい。視覚障害へのアダプテッドに加

え、みんなで一緒にというインクルーシブな視

点に発展させられるとよい。 

・発達障害や知的障害を扱う場合は、課題の

理解や見通しといった基本的な環境調整につ

いて考えたり、子どもの理解に応じて独自に

ルールを作ってもよい。 

まとめ 

5 分 

l まとめ 

・前半の講義と合わせ、

アダプテッドの実践につ

いてまとめる 

全体 l アダプテッドの方法は試行錯誤していくこと

が大事であることを伝える 
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資料Ｂ：バレーボール（ネット型） 円陣パスをみんなで行うために（活動の流れ例） 
（準備物） バレーボール各種（ソフトバレーボール、ビーチバレーボール、風船など） 

         身近な教材（ビニール袋、新聞紙、スズランテープ、ガムテープ）、文房

具各種 

 活動内容 形態 留意点と台本 

導入 

5 分 

l 導入、全体説明 

・実技演習を通してアダ

プテッドを理解する 

 

全体 

 

l １グループ６名前後で、グループごとに集

まる（はじめての教員同士の場合は、あら

かじめ簡単な事項紹介など実施しておく） 

活動① 

10 分 

l 各グループでバレー

ボールの円陣パスを

行う 

グループ l グループごとに、純粋にバレーボールを楽

しみ、円陣パスの醍醐味やおもしろさを共

有 

l 各種用意したボール（ソフトバレーボール、

ビーチバレーボール、風船など）も試す 

活動② 

30 分 

【演習①】 「障害のあ

る子どもがやってく

る」 

 

 

 

 

 

 

【演習②】「一緒にや

ってみる」 

 

 

 

 

【演習③】「試行錯誤して

みる」 

 

グループ 【演習①】では、各グループから 1 名、障害の

ある子ども役の人（A ちゃん）を決め、A ちゃん

のみ講師のもとに集まる。A ちゃん役本人の

みにどのような特徴があるかを伝え、その役を

しながら自分のグループに戻る。この間、各グ

ループには A ちゃんの簡単な様子だけ伝え、

自分たちのグループにやってきた時にどうす

るかを話し合ってもらう 

【演習②】グループメンバーは A ちゃんとコミュ

ニケーションをとりながら、一緒に円陣パスを

行う方法を模索する。各種準備した教材を活

用する。ある程度案が出てきたら活動を止め、

各グループでどのような活動を考えたかを発

表する 

【演習③】各グループの発表を聞いたうえで、

さらに自分たちのグループでどのような活動

ができるかを試行錯誤する 

まとめ 

5 分 

l まとめ 

・前半の講義と合わせ、

アダプテッドの実践につ

いてまとめる 

全体 l アダプテッドの方法は試行錯誤していくこと

が大事であることを伝える 
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４．時間別カリキュラム例 

 これまでの実績から 12 時間タイプと 3 時間タイプ、1.5 時間タイプのカリキュラム例

を⽰す。これを参考に活⽤していただければと思う。 

 

（１）12 時間タイプ例 

 
 

（２）3 時間タイプ例 
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（３）1.5 時間タイプ例 
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本報告書は、スポーツ庁の委託事業として、筑波大学が実施した

令和５年度「障害者スポーツ推進プロジェクト（障害者スポーツ

の指導・普及等のためのマニュアル等の作成）」の成果を取りま

とめたものです。 
従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の承認手

続きが必要です。 


